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グループ名：ハーゲンダッツ

日本で外国人労働者が働く環境が整っていない。

日本に適応した子供たちが、強制送還されると本国の環境に適応できない。関係のない子供も処分を受けるのは厳しすぎる。

自分の国に帰って生活がおびやかされ、生きていけなくなる人もいる。強制送還するのは非人道的。

外国人労働者は、仕事がきついのにそれ相応の給料がもらない場合が多い。

グループ名：アミーゴ

出稼ぎに日本にきても賃金があまりもらえないという雇用の問題。

不法滞在者の現状を考えずに国外退去させようとする法制度の問題。

不法滞在している親の子供に対する子供の処置。

日本語能力、日本の制度の知識が乏しい外国人に対するケア。

グループ名：チーム・ハロハロ

現実とは離れたところに法律、規制があるのが問題。

形式的に法を遵守するということは、日本の治安を守るのにもちろん大切なことだが、個々の事情を考慮し、法に柔軟を持たせるべき。

家族が、日本の法によって強制的に引き離されるところに問題がある。

子供に罪がないのに強制送還されるという現実。

日本での生活の自由が大幅に制限されていて、それを子供も認識していること。

他の子供と学ぶこと、環境は同じなのに、親が外国人というだけで差別、不利な立場がある。

グループ名：MNSHY

プロモーターに招かれてダンサーとして来日したが、暴力団と関係していて通報が出来ない。日本の現実をわかっていない。

入管の基準が厳しすぎ、曖昧なため、労働者の家族が引き裂かれてしまうこと。

日本では外国人に対して残留許可を出し渋り過ぎだと思う。そもそも外国人が不法労働するのは自国で仕事がないからなのに不法だから送り返せばいいという考えは安易すぎる。

家族と一緒に暮らせるということが約束されないという不安感。

日本で生まれ育った子供をかえすとして、その責任をどう取るのか。

グループ名：CHO BIJIN

不法滞在が見つかって父親は強制送還されたが、家族が離れ離れになって生活しているのが問題。

外国人労働者とその家族が安心して日本で暮らせない。

子供は小中学校に通っているが、子供の戸籍はどうなっているのか？

強制送還は国籍によって対応の違いがあるのだろうか？あの一家がアメリカ人だったとしたら厳しい処分が下されたのだろうか。

家族の来日理由など背景事情がもう少し欲しかった。理由によって処置が決まってくると思う。

グループ名：YY6ers

家族がばらばらになり、子供が安定した生活を送れない。

家族の生活を守るために親がかなり過酷な労働をしなければならない現状。

外国人労働者への給与の支払いがしっかりなされてないのが問題。

不法な賃金で働かせるのを防ぐべき。

制度的、偏見など弱い立場でいなければならない。

帰ってからの状況も考慮せず、一方的に強制送還させようとする入管。

不法滞在の裁判で外国の人が、たとえ弁護士がついていても日本の法で裁かれる。

不法滞在する人は一方的に裁かれるが、斡旋している業者は裁かれないのか？

不法滞在者を雇う企業の責任はどうなのか？

グループ名：GRUPO

外国人労働者の本国の福祉に問題がある。

（例：オーバースティの人々には、本国に帰っても身を寄せる所がなく、生活できない。）不法滞在者に対する対策や法制度がしっかりと整っていない。

各国の政府同士が協力すべき。

外国人労働者が日本で裁判を起こすとき、本国はこの裁判にどう関係しているのか不明。フィリピン政府の問題もある。

外国人の労働条件が厳しい。経済状況、環境を含めて政府が援助する必要がある。

外国人労働者の職種を広げるべき。

子供が強制送還に巻き込まれるのが問題である。

生活が不安定。

グループ名：チーム・フラワー

不法滞在だから強制送還すべきだ、と考えるのはおかしい。

日本は外国人労働者の置かれた状況を考慮した制度を考えるべき。

日本の法律が外国人にとって不利で、個人による訴えが認められない。

訴えによる一連の流れが、子供の環境を圧迫している。

法律が外国人に対して厳しい。

賃金が安いのに裁判で莫大なお金がかかる。

強制送還されても行く当てのない理由が明らかになっているにもかかわらず、なかなか判決が下らない。

グループ名：オランウータン

適当なビザで働かせる民間、働きかけをしない民間、時代にあった法整備をしない政府が問題。

法廷、国会などの公的な場においても偏見が根強く抗うのが困難。経済的な問題で弁護士にも苦労するのではないか。

政府が、13年間放置した後で強制送還をするのはおかしい。

外国人というものを政府がまとめて見すぎている。

移民労働者の二世に何の配慮もないこと。

子供は何も悪くないのにつらい思いをする。

たくさん働いても入ってくるお金が少ない、職種の制限など労働条件の悪さ。

外国人側も祖国の言葉や文化を子供に伝えるなどしておくべき。

グループ名：PARADISE

日本人の中にも不法滞在を誘導する人がいる。

ブローカー等の取り締まりを強化すべき。

外国人労働者自身が、不法滞在を知らなさすぎる。

不法滞在の罪則が厳しすぎる。

急速な法整備や労働環境の改善よりも、人道的支援、コミュニティーやグループの創立が必要。誰が支援するかはこれからの課題。

日本で育った子供には日本で生きる権利があるのではないか？

子供への対応が不十分。

先進国でも「難民」はいると知った。そんな国はとても「先進国」とは言えない。

グループ名：青屋は逆さよ

悪質な職業斡旋業者の存在。日本内外の取り締まりが必要。

不法とはいえ、日本で生活している外国人労働者の家族の扶養者のみを強制送還させるということが残された家族がさらに過酷な状況に置かれることをまったく考慮しない日本側の処分。

一方的に外国人労働者が被害者として描かれるが、「かわいそう」という感情論ではない。現状として法律違反であれば、不法者として強制送還は仕方ない。

グループ名：小さな声

滞在手続きや強制送還などの制度、法律が厳しく融通がきかない。

入管基準が曖昧。

在留資格が下りる基準が曖昧。

何も家族をばらばらにすることはない。

日本で産まれた子供たちの人権などを考慮すべき。

賃金が安い上に、正当にその賃金を払ってもらえるかも分からない。

グループ名：日本はまあまあ住みやすい

不法労働者だけが問題ではなく、日本の法律に柔軟性がない。

アイデンティティの問題。

日本に長期滞在している外国人に対して、日本に家族がいても例外が認められない。

不法滞在だとしても一家の働き手を強制送還してしまっては残された家族が大変。

日本が外国人労働者の家族、特に子供の将来に対して無責任。

子供を優先に考え、法律を緩めるべき。

